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株式会社 T2

レベル4自動運転技術を活用した幹線輸送サービス
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01. 取組の背景



荷 主

消費者政 府

レベル４自動運転技術を活用した

物流インフラを構築し、

日本の物流システムを支える

運送会社

トラック
ドライバー

トラック
メーカー

取組の背景

事業ビジョン01

0 支援・自動化なし 運転手 運転手 ―

1 運転支援（縦or横） 運転手 運転手 限定領域

2 部分自動化（縦＆横） 運転手 運転手 限定領域

3 条件付自動化 システム 運転手 限定領域

4 高度自動化 システム システム 限定領域

5 完全自動化 システム システム 無制限

自動運転レベルの概要

レベル
対応主体

対象地域
通常時 緊急時
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取組の背景

本事業のサービス案

5

01
物流業界においては、特に長距離輸送におけるドライバー不足の課題が顕在化していると認識。

就業規制により

ドライバー数は更に必要に

2024年就業規制

長距離ドライバーは

過去と違い稼げない仕事に

ドライバー賃金の低水準化

新規労働者が増加しないことで

高年齢化が進む

新規労働者の減少

出典：国土交通省「トラック運送業の現状等について」 出典：国土交通省「トラック運送業の現状等について」 出典：厚生労働省「トラック運転者の労働時間等の改善基準のポイント」
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取組の背景

ソリューション01
物流業界におけるドライバー不足の課題を解決するために、

長距離幹線輸送におけるレベル４自動運転トラックのサービスを提供する。



会社概要02.
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開発・実証を推進し、事業化を目指す株式会社T2を

三井物産・Preferred Networksの合弁会社として創業。

会社概要

基本情報

8

02

会社名／所在地 株式会社T2／千葉県市川市二俣新町21-2

オフィス
本社：千葉県市川市二俣新町21-2 グッドマン市川 4階

東京オフィス：東京都中央区八丁堀3-10-3 JP-BASE京橋 2階

主な事業内容 ◼自動運転システムの開発、

同システムを搭載した車両による幹線輸送サービス事業

◼幹線輸送に付随した関連サービス事業

◼自動運転システムを活用したその他事業や関連サービス事業

資本金（準備金含む） 25億円（三井物産 80%、Preferred Networks 20%）

設立時期 2022年8月30日

代表取締役 下村 正樹



03. 対象市場と自動運転サービスの内容
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対象市場と自動運転サービスの内容

本事業の対象市場 ― 日本の幹線輸送 ―03
本事業の対象市場は日本の幹線輸送、総市場規模は約2兆円。

初期のターゲットは、市場の約２割を占め、往復のバランスも取れている関東圏⇔関西圏。

（幹線輸送の厳密な統計は存在しない。圏域間輸送を幹線輸送と見做し、試算）

約2兆円

■東京発 ■東京着

東京 大阪

その他

東京 岡山

東京 福岡

東京 広島

東京 名古屋

東京 仙台

3%

3%

3%

15%

17%

18%

41%
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センサーメーカー

その他

対象市場と自動運転サービスの内容

本事業のサービス案03
顧客となる運送会社・荷主様に対して、主要物流拠点間（関東圏～関西圏）を往復する、

自動運転トラック幹線輸送サービスを提供。

運送会社
・

荷主様

その他機器・サービス

トラックメーカー
ベース車両

高精度センサー

顧 客
顧 客

A社様

C社様

B社様

D社様

自動運転システム開発

自動運転車の運用・監視

主要ターミナル間の

運送サービス
（幹線輸送）
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対象市場と自動運転サービスの内容

本事業の提供価値03
レベル4自動運転による輸送サービスを通じて社会課題の解決に挑み、

４つのメリットを顧客に届ける

PRODUCTIVITY

生産性
STABILITY

安 定
◼保守メンテ以外で休む必要性がないこ

とから、高回転・高頻度輸送が可能

◼定期便化で生産性向上を追求できる

◼今後更にひっ迫する運転手不足に影響

されずに輸送が可能

◼安定した価格での輸送が可能と想定

SAFETY

安 全
◼限定領域では、人間の運転手以上の安

全性を実現（開発目標は常に人と同等以上）

◼人為的要因による事故を排除し、安全

性向上が可能

ENVIRONMENT

環 境

◼安定した走行により、燃費改善効果が

期待される

（海外事例では約▲10％の燃費改善※）

◼限定領域での高頻度輸送にて、将来的

には環境車両を導入しやすいと想定

※出所：2019年12月18日付けTuSimple社リリース
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一般道 大拠点 小拠点支 線

荷降・荷積

荷受人

大拠点小拠点 支 線

荷降・荷積

荷受人

対象市場と自動運転サービスの内容

オペレーション想定03
関東圏⇔関西圏の物流拠点間の幹線輸送を初期の対象として段階的に拡大させていく。

高速直結の物流拠点は限定的の為、初期は高速を出た所に「切替拠点」にて、

有人運転へ切り替えて拠点まで運ぶオペレーションを想定。

荷 積 荷 降有人運転

運転手荷受人 荷受人運転手

一般道

有人運転無人運転

無 人

一般道 一般道高速

T2事業範囲
運転手運転手

切替拠点 切替拠点



これまでの進捗04.
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これまでの進捗

全体スケジュール04
4つのPhaseを設定して推進している。

政府のロードマップに沿う形で、2025年度内に事業開始を目指す。

実験車両の構築 トラックでの公道実証の開始

乗用車での公道実証の開始

閉域での開発・実証

閉域での開発・実証

2020年度 2025年度2024年度2023年度2022年度2021年度

実験車両

の構築

Phase 1

乗用車での実証実験
及び

事業性検証

Phase 4

事業開始

Phase 3

事業開発
（短距離の実証実験を繋げて1ルート全体を確保する、

事業化までの技術開発、事業立ち上げ準備）

Phase 2

商用車の実証実験

（公道で実証実験できるまでの開発）

設立

政府の目標も

2025年度高速道路での

トラック自動運転実現
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これまでの進捗

これまでの歩み04
2020年7月にPoC開始以降、技術開発・事業開発とも着実に進捗

PoC開始 乗用車
実験車両
完成

大手運送会社との

覚書締結

事業開発 技術開発

閉域での

基本的な

自動運転確認

2020
07

乗用車

高速道路での

走行実験（制御OFF）

乗用車

公道実証

トラック実験車両完成

シミュレータ上での

トラック制御に成功

株式会社T2設立

主要モジュールを

内製に置き換え
（認識・経路計画）

2022
08

国プロ“RoAD to the L4”

テーマ3との連携

トラック実験

車両開発着手

2020
10

2020
12

2021
04

2021
09

2022
01

2022
02

2022
06

2022
11

2023
04

トラック

公道実証成功
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これまでの進捗

技術開発状況 ① システム設計04
本事業で開発を行っている自動運転システムの基本的な設計は下図の通り。

認識・判断のアルゴリズム性能向上に加え、実車での制御・車両動作の確認、

そして各モジュールの評価まで広い範囲を高いレベルで実現。

自己位置推定

HD map

外観認識センサー※

経路探索

認 識 判 断 制 御

パワートレイン

ステアリング

ブレーキ

車両

※センサーはLiDAR、カメラ、

ミリ波レーダー等を使用
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自己位置推定アルゴリズム

これまでの進捗04

GNSS：Global Navigation Satellite System（衛星測位システム）・

点群・IMU：Inertial Measurement Unit（慣性計測装置）・

車速・白線・標識を統合して自己位置推定を行うアルゴリズムを

開発中。

認識アルゴリズム

近距離では極めて高い精度で認識を実現、センサーフュージョン

による更なる精度向上に取り組み中。

技術開発状況 ② 自己位置推定・認識・判断
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大型トラック車両乗用車両

これまでの進捗

技術開発状況 ③ 車両構築04
乗用車およびトラックでの自動運転車両の開発を進めている。

閉域での実験は順調に進んでおり、トラックでの公道走行を2023年4月に実施。
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これまでの進捗

技術開発状況 ⑤ 公道での実証実験04
2023年4月14日にSafety Driveが乗車した形で、公道実証実験を実施。 合流・分離など複雑な環境でも安定走行を確認。
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これまでの進捗

運送会社との取組04
実際にユーザーとなる運送会社と初期段階から協議が行えている。

ユーザーにとって実用性と経済性がある自動運転サービスの実現を目指す

ODD要件の報告

実現のための検討要件

場・知見のご提供／実験協力

大手運送会社
（将来のユーザー）

ODD目標

自動運転

最適活用の

オペレーション

初期ルート
・

拠点

付帯開発

システム連携
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総務省
情報通信

車車間通信等に関する

技術開発・制度整備

これまでの進捗

法制度・規制緩和・官学連携04
デジタル庁、内閣府の下、各省が連携して自動運転の取組が推進されている。

関連する官公庁との関係を構築中、今後制度についての協議を進めたい。

警察庁
交通安全

交通ルールの

在り方の検討

国土交通省
道路自動車の技術・制度等

①環境整備（基準・制度）

②技術開発・普及促進

③実証実験・社会実装

経済産業省
自動車産業振興

車両の研究開発

法務省
事故時の責任

刑事責任の

在り方の検討

デジタル庁
（デジタル社会推進会議）

デジタルを活用した交通社会の未来 2022

政府戦略の取り纏め

貨物運送

事業法
車両法道交法

自動走行

システムに関する

公道実証実験の

為のガイドライン

国プロ
“Road to
the L4”

内閣府・内閣官房
（総合科学技術・イノベーション会議）

府庁横断の技術開発プログラム

「SIP自動走行」の取り纏め

官民ITS構想ロードマップ

環境省
環境保全

政府全体の

環境政策を牽引



ご清聴ありがとうございました


